
平成２１年度 第１回豊田市商業振興委員会会議録 
 

 
 

【日 時】 平成２１年６月２日（火） 午後２時００分～５時００分 
 
【場 所】 豊田市役所 南庁舎５階 南５３会議室 
 
【出席者】 〈委員〉 
       加藤 勇夫 〔愛知学院大学商学部客員教授〕 
       河木 照雄 〔豊田商工会議所副会頭〕 
       浅井 良隆 〔 ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｵﾌｨｽ ｱｯﾄ･ﾄﾞﾘｰﾑ〕 
       澤田 恵美子〔豊田市消費者グループ連絡会会長〕 
       松井 栄子 〔三州足助公社〕 
      〈事務局〉 
       関  範夫 〔豊田市産業部長〕 
       太田 錬治 〔豊田市産業部商業観光課長〕 
       横山 薫  〔豊田市商業観光課副主幹〕 
       清水 章  〔豊田市産業部商業観光課係長〕 
       小林 洋明 〔豊田市産業部商業観光課主査〕 
       鈴木 啓介 〔豊田市産業部商業観光課主査〕 
      〈傍聴者〉 
       １名 
 
【次 第】 
１ 開 会 

 
２ 会議の公開及び本日の審議スケジュールについて 

 
３ 委員長あいさつ 

 
４ 審議事項 
（１）商業活性化推進交付金 H20年度実績報告及び H21年度事業計画           
   ・豊田まちづくり株式会社               （資料１） 
 
（２）商業活性化推進交付金 H20年度実績報告及び H21年度事業計画           
   ・足助商工会                     （資料２） 
 
（３）商店街活性化計画の更新について 

・西町商店街協同組合                 （資料３） 
 
（４）商店街活性化計画について 

・みゆき商店街振興組合                （資料４） 
 
５ 報告事項 
（１）平成２０年度がんばる商店街応援プラン実績報告     （資料５） 
 



 
６ その他 

 
７ 連絡事項 
 
８ 閉 会 
 
【会議録（要約表記）】 
 
１ 開会 
   事務局より、平成２１年度第１回豊田市商業振興委員会の開会の宣言が

行われた。 
 
２ 会議の公開及び本日の審議スケジュールについて 
   事務局より、資料の確認、傍聴人数、審議スケジュールについて説明が

行われた。 
 
３ 委嘱状交付 
 
４ 委員長あいさつ 
  加藤委員長よりあいさつが行われた。 

 
５ 審議事項 
（１）商業活性化推進交付金 H20年度実績報告及び H21年度事業計画につい
て【豊田まちづくり株式会社】 
豊田まちづくり株式会社より、資料１「H20年度実績報告及び H21年度事業

計画について」に基づき内容説明を行い、認定の際に参考とする意見を委員か

らいただいた。 
【主な質疑応答】 
委 員 来街調査等の実施について、やるならば調査方法・実施時期など、

後に続くようなものを考えなければならない。データを活用できるよ

うな工夫が必要である。消費者ニーズに合った変化が必要である。 
委 員 何を知りたいのかを明確にして実施することを望む。イベントもマ

ンネリ化しないように変化することが必要。 
委 員 同じものでも、繰り返し足を運びたくなるようなまちづくりをして

ほしい。 
委 員 共同販促について、特徴を出しつつ実施すべきである。 
 
委 員 空き店舗活用の新チャレンジショップ検討について、地元のやる気

を引き出し、支援をしていく必要がある。 
委 員 委員会として当計画の認定は妥当であると考える。 
    
（２）商業活性化推進交付金 H20年度実績報告及び H21年度事業計画につい
て【足助商工会】 



足助商工会より、資料２「商業活性化推進交付金 H20年度実績報告及び
H21年度事業計画について」に基づき内容説明を行い、認定の際に参考とする
意見を委員からいただいた。 
【主な質疑応答】 
委 員 チャレンジショップ事業については、実績数字をとり、もう一歩掘

り下げてみる必要がある。 
まちなか集客イベントについては、今後に期待している。 

委 員 経営支援塾の開催については、これだけ変わったというスタンスを

みせること。 
 
委 員 商店の奥さんの意識が変わってきそうだ。ぬくもりの会、下町おか

みさん会と連携を 
委 員 情報発信事業については、いろいろな情報媒体にアドレスなどのせ

ること。メディアを使うのも効果的である。 
 
委 員 委員会として当計画の認定は妥当であると考える。 
 
（３）商店街活性化計画の更新について【西町商店街協同組合】 
西町商店街振興組合より、資料３「西町商店街振興組合 商店街活性化計

画」に基づき内容説明を行い、認定の際に参考とする意見を委員からいただい

た。 
 
【主な質疑応答】 
委 員 事業が多いと散漫になる可能性が高い。やりたいことを絞ったほう

が良い。 
委 員 西町には主婦のランチに行くような店が少ない。駅前ホテルの昼バ

イキングは大人気である。女性は口コミ情報がすごい。 
委 員 一店逸品運動は販促活動ではない。個店の勉強会であり終わりのな

い研究活動である。売り上げが増えるのは２次的なものと考えて。 
委 員 経営革新については方向性をもっておこなっていくこと。いろいろ

な補助事業を活用するのもよい。はしご酒については、他市での成功

事例があるので研究するのがよいと思う。 
委 員 委員会として当計画の認定は妥当であると考える。 

 
 
（４）商店街活性化計画について【みゆき商店街振興組合】 
みゆき商店街振興組合より、資料４「みゆき商店街振興組合 商店街活性化

計画」に基づき内容説明を行い、認定の際に参考とする意見を委員からいただ

いた。 
【主な質疑応答】 
委 員 商店街の 方々の意識の統一が必要であり、商店の自助努力を自治区

のほうでもバックアップしていかないとこのような事業は進まない。 
 



委 員 地域住民の理解を深めるためにコミュニケーションをとり、地域と

商店街が寄り合うような形にするなど、地域住民の心を取り込まなけ

ればならない。 
 
委 員 委員会として当計画の認定は妥当であると考える。 
 

 
５ 報告事項 
 
（１）がんばる商店街応援プラン平成２０年度実績について 
事務局より、資料５「がんばる商店街応援プラン平成２０年度実績」に基

づき情報提供した。 
 
７ その他 
 
８ 連絡事項  
  
今後の予定 

   第２回商業振興委員会開催予定日 平成２１年９月２９日（火）14:00～ 
   第３回商業振興委員会開催予定日 平成２２年３月１６日（火）14:00～ 
 

 以上 


